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認知症ケアの基本

そもそも認知症とは

認知症介護実践者研修 職場研修 溝下一孝

老化によるもの忘れと認知症によるも
の忘れは違う
� 体験の一部を忘れる
� ヒントから思い出す
� 時間や場所の見当がつく
� 日常生活に支障がない
� もの忘れに対する自覚が
ある

� 体験全部を忘れる
� 新しい出来事を記憶でき
ない

� ヒントでも難しい
� 時間、場所の見当がつか
ない

� 日常生活に支障がでる
� もの忘れに対して自覚が
ない

老化によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

� 記憶の点が線になってい
る。

� ドラマのように

� 記憶の点が途切れてい
る。

� コマーシャル
� 記憶の抜け落ち

老化によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ
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認知症の症状

中核症状
記憶障害
見当識障害
言語
判断
計算

実行機能障害
抽象思考

周辺症状 周辺症状

妄想・幻覚

多動・異食

徘徊

不安、焦燥

睡眠障害

不潔・暴力

暴言

�即時記憶ー６０秒

中核症状：記憶障害

・・・・・・・・・４４６６７８

�近時記憶ー数分後まで覚えてい
る

中核症状：記憶障害

電話？

さっきの
電話は誰
から
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�遠隔記憶-昔のこと

中核症状：記憶障害

記憶の分類として

頭の記憶 （陳述記憶）
エピソード記憶（出来事の記憶）
意味記憶（知識）

体の記憶
運動、道具などを使えるなど
（手続き記憶）

�部屋へもどろうとしてももどれな
い、迷う。

中核症状：失認

部屋はどこ
だろう？
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�物の使い道がわからない
�着替えの仕方がわからない

中核症状：失行

これはどう
やって？

�言葉ができない。
�あれ、・・・・・・それ・・・・じゃない
か

中核症状：失語

�目的にあった行為ができない。
�取り繕う、場あわせ反応が多くな
る
�自分がつぎ行なうこと、何をした
らよいのかわからない。

中核症状：実行機能障害
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�好みがかわった（嗜好の変化）
�物事への関心が薄くなった
�物を取られた（妄想）
�異食、徘徊

周辺症状：嗜好の変化、妄想、徘徊、自
発性低下

時間の見当識障害

�記憶障害を背景に早期に出現
�いまがいつなのか
�すなわち時刻や日付、季節、年がわからなくなる
�時間の見当がつけられなくなる

どのような気持ちになったり、どのような
行動をとるのか
�たずねるようになる
�「もうそんな時間になっていたのか」
�「まだ朝だと思っていた」
�「夕方なのか」驚いた 不安
�「今この時間に行かなくてはならいところがある
のではないか」必死になって考える。不安を繰り
返し感じるようになる。
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場所の見当識障害

�自分のいる場所がわからなくなる
�ここはいったいどこだろう
�ここでなにをするのだろう
�自分はなぜここにいるのだろう
�不安がうまれる
�安心がゆらぐ状態の持続する

どのような気持ちになったり、どのような
行動をとるのか
�人間の基本的な欲求から
�自分の自分の知っている場所にもどりたい
�家にかえりたい
�もどれるかどうか思い考えるようになる
�安心し開放されたい
�もどり方、行きかたを探す、人に尋ねる
�懸命に自分が安心しているところを探していると
理解する

人物の見当識障害があることで

�まわりにいる人が誰なのか見当がつけらない
�自分とどのような関係にある人なのかわからな
い

�よく知っているはずの人に異なる名前で呼びか
けたり

�知らない人に知人や親戚のように接したり親し
げに話しかけたり

�「〇〇さんでしょ？」
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どのような気持ちになったり、どのような
行動をとるのか
�返答によって誰なのかを知り安心したり
�まちがっていたことを知り驚いたり
�なんども確認してきたり
�知っている人に再び会い安心したいという気持
ちになり

�家族や友人など知っている人がいないか探し始
める行動をとる

� そして誰だかわからないけど、まわりにいる人の助けをかりながら、
知っている人のところへ行き安心したいと願い、知っている人がどこ
にいったかを周りにいる人に聞くようになる。けれども周りにいる人は
誰だかわからない状況であるため、自分はここで、こうしていてもいい
のだろうかと思うようになり、その場から出ていくという行動をとるよう
になります。（Ａさん）

� 迷惑かけないよう社会性を発揮して いい大人、今までつきかってき
た所作で 言葉も「奥さん」「だんなさん」と失礼にならないように呼び
かける。と大人のとしての対人関係を維持しながらまわりと人間関係
を大切にしながら人、人物への見当識障害に自分なり対処しようとす
る。信頼できそうな人に聞く信頼できそうな人の傍にいる 一緒に過
ごすという行動をとる（残された力でなんとかしようとした結果、できた
関係：イコール「なじみの関係」）

引用：認知症ケア事例ジャーナル 第2巻第３号 ２００９．１２ 諏訪さゆり 認知症の人の言葉・行動・思いの理解


